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久

保
・

天

随

博

士

小

伝

は
し

が

き

　
久

保

天

随

博
士
の

名
は

、

中

国
文
学
に

志
し

た

者
の
一

度
は
必
す

聞

く

名
で

あ

る
。

或
い

は
そ
の

著

書
に

厄
介
に

も
な
う

て

い

る

筈
で

も
あ

る
。

博
士
の

諸
々

の

著

書
は

、

今
日

か
ら

み

れ
ば

必
す

し

も
十

全
と

は

思

わ
れ

な
い

が
、

そ

れ

は
そ

れ
で

当
時
啓
豪
的
役
割
を

十

分
果

し

た
も
の

と

思

わ

れ

る
。

私

は
博
士
に

特
に

関
心

を
持
つ

よ

う

に

な
っ

た
の

は
、

別

に

攣

問

的

興
叫
か
ら

で

は
な

い
。

数
年
前

、

同
郷
の

故

長
田

新
博
士
か

ら

久
保
天

随
は

同
郷

高
遠

藩
の

出

身
で

あ

る

と

聞
い

て

か

ら

で

あ
る

。

わ
が

郷

里

に

は

佐

久
間
象
山

、

太

宰
春
台
の

よ

う

な

漢
学

者

も

お

る

に

は
お
っ

た

が
、

交

学
と

は

縁
が

遠
い

。

そ

こ

で

私

は

天

随

博

士

に
、

中

国
丈

学

を

専
攻
す

る

同
郷
の

人

と

し

て

関
心

左

持
っ

よ

う

に

た

っ

た
。

ま

た

そ
の

後
ド

イ

ツ

文
学

専
攻
の

故

西
田

正
一

教

授
が

、・

私
に

天

随
博
士

に

は
、

フ

ァ

ゥ

入

ト

の

訳
も
あ

る

と

告

げ
ら

れ
た
こ

と

も
あ

る
。

私

は
益
々

博

士
に

興
味
を
持
っ

た

け

れ
ど

も
、

そ

の

経
歴

も
、

入

柄

も
知

り

ょ

う

も
な
く

今
旨

に

な
っ

た
。

た

マ

台
北

帝
大
の

教

授
で

あ
っ

た
こ

と

は
つ

と

に

知
っ

て

い

た
。

そ

こ

で

こ

の

三

月

末
、

台
北
に

渡
っ

た

つ

い

で

に
、

博
士
に

つ

い

て

多
少
の

知

識
を

得
た
い

と

思
っ

て

い

た

と

こ

ろ
、

慱
士
か

ら

親
し

く

教

を

受
け

ら

れ
た

黄
得
時
氏
が

、

博

士
の

あ

黄
　
　
　

得

時

と

を

継
ぐ
が

ご

と

く
、

現

在
台
湾
大

学

文
学
院
中

交

系
の

教
授
を
し
て

お

ら

れ
た
の

で
、

私

は
教

授
に

博
士

に

つ

い

て

色
汝

聞
い

た
り

、

ま

た

今
、

台

湾
大
学

図
書
館
に

蔵
さ

れ
て

い

る

久
保
蔵
書
を

く
ま

な
く

見
る

こ

と

が
で

き

た
。

黄
教
授
は
最
近

重
ね

て

標
題
の

ご

と
き
一

交
を
寄
せ

ら

れ

た
。

こ

れ

を
筐
底
に

私

蔵
す
る

の

も
お

し
い

の

で

教
授
の

許
し

を

得
て

発

表
す
る

こ

と
に

し

た
。

な

お

天
随
博

士

に

つ

い

て

は
、

も

と

台
北

帝
大
に

お

ら

れ
た

神
田

喜
一

郎

博
士

に

お

た
つ

ね

す
る
よ

う

に

と
の

黄

教
授
の

注
意
も

あ
つ

た
が

、

ま
だ

神
田

先
生
に

は

帰
国
後
拝

眉
の

機
を

得
な
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

小

　
尾

　
郊

　
｝
）

碧

天

如

夢

夜

微

茫
。

最

可

憐

宵

最

断

腸
。

簾

外

森

寒

月

当

午
。

溝

身

花

影

讀

西

麻
。

　
昔
か

ら
「

旃
壇

ぱ
二

葉
よ

り

芳
し
」

と
い

ふ
言
葦…
が
あ

る

が
、

誠
に

そ

の

逓
り

で
、

後
年
漢
詩
人

と

し
て

、

ま

允

漢
学

者
と

し

て
、

明

治
、

汰
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正
、

昭
和
の

三

代
に

亘
っ

て

令
名
を

擅
に

し

た
久
保
天

随
博
士

は
、

早

く

も
十

八

九
才
の

少

年
時
代
に

上

掲
の

七

言
絶
句
を
作
ら

れ

た
の

で

あ

る
。

そ
の

格
調
と

い

ひ
、

風
韻
と
い

ひ
宀

は
た

又

意
境
と

い

ひ
、

誠
に

堂
々

た

る

も
の

で
、

殊
に

転

結
の

「

簾
外
春
寒
月
当
午

、

満
身
花
影

讀

西
廂
」

二

句

は
、

全

く
写

実
の

手
法
を
使
っ

て

ゐ

る

た
め

、

十

八

九
の

一

少
年
が

西
廟
記

に

訟
み

耽

け
で

ゐ

る

情
景
が

、

あ
り

あ

り

と

眼

前
に

浮
ん
で

く
る

。

こ

の

詩
に

つ

い

て

先
生

は

次
の

よ

う

に

述
べ

ら

れ
て

ゐ

る
。

　

「

こ

れ

は
決
し
て

虚
泛
な

る

構
想
で

は
な
い

。

ヒ

の

詩
は

、

そ
の

後

　

幾
た

び

か
狡
児

輩
に

剽
竊
さ

れ
た

こ

と

が

有
っ

た

位

で
、

そ

の

当

　

時
、

予
は
頗
る

得
意
で

あ
っ

た
。

」

（

支

那

戲
曲
研

究

後
記
）

先
生
は

「

西
廂
記
の

研

究
」

で

博
士

を

授
け

ら

れ
た

が
、

先

生
は
少

年

時
代
か
ら

早
く

も
西

臟
記

と

深
い

因
縁
を
結
ん
で

ゐ

た
こ

と

は
こ

れ

に

よ
っ

て

解
る

の

で

あ
る

。

　

先

生
の

本
名
は
「

得
二
」

で
、

別
号
を
「

兜

城
」

と
稱

し

た
が

、

こ

の

別
号

は

先
生
の

生
涯
を

通

じ

殆

ん

ど
使
用
さ

れ
て

ゐ

な

か
っ

た

や

う

で
，

大
抵
の

場
合
は
「

天
随
」

左

用
ひ

ら

れ
て

ゐ

た
．

中

国
式

に

云

へ

ば

「

以

字
行
」

で

あ

る
。

郷
里

は
長

野
県
の

高
遠
で

あ

る

が
、

実
際
は

明

治
八

年
（

一

八

七

五
）

七

月
、

東
京
市

下
谷
区

徒
士

町

和
泉
橋
で

生

れ

た
。

だ

か
ら

先
生

を
江

戸
児
と

称
し
て

も

よ
い

訳
で

あ

る
。

先
生
の

父

は
藁
斜
氏
で

、

母

は

久
保
氏

、

世
々

兵
法
を

も
つ

て

信
州
高

遠

藩
主
内

藤
氏
に

仕
へ

た
が

、

父

譲

次
は
藩
圭
の

命
に

よ

り
、

先
生
に

生

母

久
保

氏
の

姓
を
名
の

ら
し

め

た
。

　

　
　
久
保
天

随
博

士
小

伝
（

黄
得

時
）

，

先

生
は
明

治
三

十
二

年
（

一

八

九
九
）

に

東
京
帝
国

大
学
漢
文
科
を

卒
業
せ

ら

れ
、

当

時
単

界
に

重

き

を

な
し
て

ゐ

た

「

帝
国
文
学
」

や

そ

の

他
の

雑

誌
に

、

盛
ん

に

評
論

、

随
筆・

、

紀

行
交
な
ど

を
書
き

、

赤
門
出

の

青
年
文
士

田

岡
嶺
雲

、

白
河

鯉
洋

、

笹
川

臨
風

、

大

町

桂
月
等
と

共

に
、

漢
文
謁
を
お

び

た

美
交
を

も
っ

て

交
壇
の
一

角
を

占

め

た
。

当
時

は

観
光

事
業
が

今
日

の

ナ

う

に

発
達
し
て

ゐ

な
か
っ

た
の

で
、

鉄
道
省

で

新
し
い

鉄
道
を
敷
く

た

ん
び

に
、

先
生
ら

を
招

待
し

て

美
し
い

紀

行

丈

を
書
い

て

も

ら
い

、

そ

れ
に

ょ
っ

て

大
に

観
光
客
を
吸

収
し
た
の

で

あ

る
。

そ

れ

で

先
生

は

全

国
ど
こ
へ

行
ウ

て

も

只
で

汽
車
に

乗
れ
る

と

い

ふ

時
期
が

あ
っ

た
さ

う
で

あ

る
。

一

方
、

先
生

は
ま

た

漢
籍
の

評
釈

や

漢
詩
の

訳

註
な

ど
の

啓
蒙

的
仕
事
を
な

さ

れ
、

こ

の

方
面

に

関
す
る

著

述

も
数
多
く

出
版
さ

れ
た

。

　

先

生
が

大
學

を

出
ら

れ
て

か
ら

約
二

十

年
の

久
し
途

に

亘
っ

て

「

こ

の

繁

忙
に

し
て

或

は

無
意
味
に

近
い

売
文

生

活
」

（

先
生

御
自
身
の

言

葉
、

支
鄂
戲
曲
研

究

後
記

に

よ
る
）

を
夢
の

や

う

に

過

ご

し
、

大

正
四

年
五

年
の

交
り

に

新
し
い

境

涯
が

開
か

れ
た

。

そ

れ

は
大
礼

記

録
編
纂

委
員

会
の

嘱
託
で

あ
っ

た
。

同
会
は
内

閣
交
庫
の

楼
上
に

設

け
ら

れ
た

関
係

、

先

生

は
公
務
の

餘
暇
を

利
用

し
て

同
文
庫
の

蔵
書
を
自
由
に

閲

讀
す
る

こ

と

が

で

壼

た
。

こ

れ

は

先
生
を
し
て

売
文
生
活
を
離
れ

、

学

問
の

蘚

究
に

足

を

踏
み

込
ま
せ

た

重

要

な
契

機
で

あ

つ

た
。

も
し

当

時

の

先

生
に

と

の
一

職
が

な
か
っ

た

と

し

た
ら

、

恐
ら

く
一

生
、

売
文

生

活

で

終
っ

た

か

も
知

れ

な

か
っ

た
。

当

時
最
も
先

生
の

趣
味
を
ひ

い

た
の

は

中

国
の

戯
曲
に

関

す
る

材

料
で
あ
っ

亥
。

先
生

は
囁

託
を

解
か
る

る
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に

至
る

ま
で

の

凡

そ

三

個

年
間
は

、

専
ら

餘
暇
を
利
用

し
て

材
料
の

抄

録
に

充
て

て

ゐ

た
。

「

　

大
正

六
、

七

年
頃

、

先
生
の

友
人

上

村
売
剣

氏
が

「

文
字
禅
」

と
い

ふ

漢
詩
専
門
の

雑
誌
を
創

刊
し

た

が
、

先
生

は

同
雜
誌
に

「

西

廂
記
の

解
題
」

を

数

号

に

亘
っ

て

害
き

、

相
当

好
評
を
博
し

た
。

又
七

、

八

年

頃
に

は
、

「

西

廟
記

難
考
」

「

西

痢
記

続
撰
の

諸
劇
」

等
を
「

帝
国

交

掣
」

に

発
表

し

た
。

　

大

正

九

年
の

秋
か
ら

先

生

は
宮

内

省
図
書
寮
の

編
修
官
に

就

任
さ

れ

た
。

こ

こ

で

又

も
同
寮
の

蔵
書
を

思
ふ

存

分
閲
讀
す
る

機

会

に

恵

ま

れ
、

中

国

戯
曲
史
を
編
著

し
よ

う

と

さ
へ

考
へ

た

こ

と

が
あ

つ

た
が

、

あ

ま

り

題

目
が

大
き

い

た
め

到
頭
実
現

す
る
に

至
ら

な
か
っ

た
。

　

大

正

十

三

年
の

夏
、

先
生

は
満
洲

に

遊
ん
で

詩
集
「

遼
審
遊
草
」

を

著
し

、

翌
十

四

年
の

春
頃

か

ら

約
三

倒

月
を

費
し
て

「

西

廂

記

の

研

究
」

を

書
き

上
げ

、

同
年
九

月
、

華
北
の

旅
か

ら

帰
っ

て

再
び

二

三

個

月

を
費
し

て

補
訂
し

、

十
一

月

末
に

東
京

帝
国

大

学
に

提
出
し

て

學

位
を

申
請
し

，

昭

和
二

年
（

一

九

＝
二

）

十

月
初

、

同
教
授
会
を

通

過
、

十
｝

月

七
日

、

文

部

省
の

認

司

を
経
て

文
肇

博
士

を

授
け
ら

れ

た
。

　

同
年

四

月
、

購
鴎

吟

社
の

主

事
佐

藤
六

石

氏
が

逝

去
し

た
の

で
、

先

生

は
そ
の

潰
嘱

に

よ

り

同
社
の

主
事
と

な
つ

た
。

　

昭
和

三

年
三

月
、

台
北

帝
国

大
学

新
設
せ

ら

る

る

や
、

翌

四

年
（

一

九

】

五
）

四

月

十
「

日
、

先
生

は

同

大
単
の

教
授
に

就
任
せ

ら

れ
、

文
政

唖

部
東

洋
文
栄

科
に

於
て

中

国
交
彪

講
座
を

擴
任

、

中

国
文
単

史
を

始

め
、

「

桃
花
扇
」

「

琵
琶

記
」
「

鵬
北

詩
話
」

等
を

講
義

、

講
讀
す

る

外
、

福

州
に

遊
ん

で

福
建

通

紀
の

著

者
で

あ

り
、

又

詩
人
と

し
て

全

中

国．
に

令

名
高
き

陳
衍
（

石

遺
）

の

知

遇
を
受
け

て
、

「

閲
中

游
草
」

を

著
し

、

又

澎
湖
を
旅

行
し
て

「

澎
湖
游
草
」

を

著

し

た
。

徇
琉

球
を
も

訪
問
し

て

　
「

琉

球
游
草
」

老
刊
行
し

尢
。

一

方
先
生
は

台
北
在
住
の

日

本
人
の

漢

詩

人

　
大
浦
思
斉

、

伊

藤
壷

溪
、

西

川
萱
南

、

小

松
天

籟
、

賀
来
成

軒
、

三

屋
清
陰

、

碑
田

陵
村

、

尾
崎

吉
村

、

猪
口

鳳
菴

、

神
田

碧
庵

、

渡
辺

直
峰

、

大
西

笠

峰
及

び

台

湾
の

詩
人

　
魏

潤
菴
と

共
に

「

南
雅
社
」

を

結
成

し
、

昭

和

六

年
よ

り

昭
和

九

年
ま
で

に

「

南
雅

集
」

四

輯
を

刊
行

し
た

。

　

昭

和
九

年

（

一

九

三
四
）

六

月
二

日
、

先

生
の

居

住
し

て

ゐ

ら

れ

る

台
北
市
昭

和

町

附
近
に

落
霽
が

あ
っ

た
の

で
、

当

時
、

病

臥
中
で

あ

つ

た

先
生

は

そ
の

大

音
響
の

衝
撃

を

受
け

脳

溢
血

を

起
し
て

享
年
五

十

九

を

も
っ

て

逝
去
せ

ら

れ
た

。

葬
儀

は
三

板

橋
葬
儀
堂

で

行

は

れ
た

。

遺
子

は

舜
一

氏
で

あ

る
。

　

先

生

は

平

生
口

舌
が

頗
る

鈍
く
、

講
義
さ

れ

る

場
合
は

ど

も
り

が

ち

で

あ

る

が
、

　｝

旦
筆・

を

執
ら

れ
る

と
、

千

言

立

ち

ど
こ

ろ

に

就
る

、

と

い

ふ

敏
捷
さ
で

あ

る

か
ら

、

先
生
の

著

作
は

文
字
通
わ

汗

牛

充

棟
で

あ

る
。

今

こ

れ
ら

を

四

部
門
に

分
け

る

こ

と

が

で

き

る
。

　

第
一

部

門
は
評

論
、

随
筆
紀
行
交
の

類
で

あ
る

。

こ

れ

は

前
述

の

通

り
、

先
生
が

大

学

を
出
ら

れ
て

か

ら

約
二

十

年
間
売
文

生

活
を

し

て

ゐ

ら

れ
た

時
代
の

作
品
で

、

い

な
19

る

美

文
が

主
で

あ

つ

た
。

書
き

振
の

は

雉
勁

で

詞
藻
に

富
み

、

　
「

帝
国
文
学
」

に

発
表
さ

れ
た

「

覚
悟
禅
批

評
」

の

如
き

は

特
に

注
目
さ

れ

た
。

又
明

治
三

十

二

年
、

浅
野

馮

空
、

戸
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沢

姑
射
と

の

合
著
に

な
る

美
文

「

白
露
集
」

及
び

紀
行
随
筆
集
「

山

水

美
論
」

な

ど
も

交
壇
の

注
意
を

引
い

た
。

大
正
五

年

九

月
二

日

発
行
の

「

日

本
及
日

本
入
」

第
六

百
八

十

九

号
の

臨
時

増
刊
「

現

代
日

本
名
家
文

章
大
援
」

特
輯
の

中
で

、

先
生

は
「

文
章
の

精
神
と

姿
趣
」

と

題
す
る

一

文
を

寄
せ

ら

れ
て

ゐ

る
が

、

　
「

文
章

襯
」

に

っ

い

て

次
の

や

う
に

述

べ

ら

れ
て

ゐ

る
。

　

「

意
匠

経

営
惜

漕
中
て

ふ

七

字
の

中
に

す
べ

て

の

芸
術
の

研
究

熊
度

　

は
尽
き

て

ゐ

る
。

…
そ
こ

で

夊
章
の

理

想
は
極

め

て

些
少

な
る

労
力

　
を

以
て

極
め

て

有
效
な

る

印
象
を

讀
者
に

与
へ

る

こ

と

に

在
る

の

で

　
万

般
の

技
工

は
主

と

し

て

こ

れ

が

爲
に

案
出

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

　
て

、

古
往
今
来

、

修
辞
単

老
の

云
々

す
る

と
こ

ろ

も

決
し
て

こ

の

外

　
に

超
出
し

得
ぬ

筈
で

あ

る
。

…
：・

も
と

よ

り

予
輩
は

文
体
の

如
何
は

　

問
は
な

い

が
、

唯
だ

文
章
の

精

神
姿
趣
を
重
ん

じ
、

簡
切

含
蓄
を

以

　
て

そ

の

極

致
と
な

し
、

っ

ま

り

前
に

も
い

へ

る

が

如
く
、

讀
者
を

し

　
て

最
少

量
の

労
力
に

因
っ

て

最
有
效
の

印
象
を

得
せ

し
め

む
こ

と

を

　

欲
す
る

の

で

あ

る
。

」

　

以

上
に

よ
つ

て

吾
々

は
、

先
生
が

文
章
を

書
く

上
に

は

技
工

が

特
に

大

事
で

あ

る

と

主

張
さ

れ
て

ゐ

る

こ

と
が

解
る

の

で

あ

る
。

蓋
し
こ

れ

は
美
文
家

と

し
て

当
然
の

見
方
で

あ

る
。

　

第
二

部

門
は
申

国

古
典
の

註
釈
や

翻
訳
で

あ

る
．

明

治
三

十

三

年
「

支

那

文
学
大

綱
」

中
の

「

韓
退

之
、

柳
宗
元
の

評
伝
」

を

始

め

と

し
、

「

続
国
訳

漢
文
大
成
」

に

載・
め

ら

れ
で

ゐ
る

「

李
太
白
詩
集
」

「

韓
退

之
詩
集
」

「

高
脊

邱
詩
集
」

の

訳

解
な
ど
は

斯
界
に

重
き

を
な
し
て

い

　
　

久

保
天

覇
専

士
小

ほ
（

歯

得
時
）

る
。

叉
「

水

滸
伝
」

「

琵
琶
行
の

戯
曲
」

の

翻
訳
が

あ

る

外
、

ゲ

ー

テ

の

「

プ

ア

ゥ

ス

ト
」

の

日

本
訳

も
あ

る

が
、

世
人
に

は
始
ん

ど
知
ら

れ

て

ゐ

な
い

や

う

で

あ

る
。

　
第
三

部

門
は
攣

術

著
述
で

あ

る
、

こ

れ
に

は

「

支
那
文
螳．

史
」

「

支

郵
戯
曲
研

究
」

及
び

「

剪
燈
新
話
と

東

洋
近
代

文
学

に

及

ぼ

せ

る

影，

響
」

等
が

あ

る
。

支
那
文
学
典
は
明

治
三
十

四

年
頃

、

早
稲

田

大
学

の

講

義
録
に

執
筆
せ

ら

れ
、

そ
の

後

約
四

回
の

刪…

補
を
経

て
、

明

治
四
十

三

年

夏
、

単
行
本
と

し

て

同
大
塑

か

ら

出
版
さ

れ

尢

も
の

が

尤
も

完
備
し

た

も
の

で
、

上

下

二

巻
に

分
か

れ
、

総
頁
数
八

百
十
一

頁
に

及

ん
で

ゐ
る

。

先
生

が

台
北
帝

国
大
鬱

で

離

義
さ

れ
て

ゐ

た

時

は
．

大

体
こ

の

本

に

基

い

て

更
に

補
訂

を

加
へ

ら

れ
て

ゐ

た
。

私

は
日

本
で

肥
版
さ

れ

た
中

国

交
単

史
は

、

明

治
十

五

年
に

出

％

末
松
謙
澄
の

「

支
那
古
文
罍

史
」

を

始
め

、

古
城
貞

吉
、

笹
川
臨
風

、

中

根
淑
か
ら

、

最
近
の

倉
石

武
四

郎
、

及
び

実
藤
遠
の

「

中

国
近

代
文
学

史
」

に

至
る

ま

で
、

凡

そ
中

国

丈
学

史
と

名
の

つ

く

も
の

は
殆
ん

ど

漏
れ
な

く

蒐
集
し

て

居
り

、

而

も

全

部

通
讀
し

た
が

、

久

保
先

生
の

交
学

史
は

、

こ

れ

ら
の

文
学

史
に

伍
し
て

些

か

の

遜
色
が

な
い

ば
か

り
か

、

一

家
の

言
を

立
て

て

ゐ

る

所
が

非

常

に

多
い

、

に

も

拘
は
ら

す
、

学

界
か

ら

餘
り
重

要
視
さ

れ

率
、

早

期
の

中

国

文
学
史
と

い

へ

ば

す
ぐ

古
城

貞
吉
の

も
の

を

推
す
こ

と

が

例
に

な

っ

て

ゐ

る
が

、

私

は

些
か

残
念
に

思
ふ

の

で

あ

る
。

勿

論
古
城

氏
の

も
の

は
色
々

と

す
ぐ

れ

た

点
も

あ

ら
う

が
、

詩
歌
及
び

交

章
に

重

き

を

置
く

あ

ま

り
、

小

説
や

戯
曲
を
全

然
取

り

入

れ
て

ゐ

な
い

の

は
、

何
ん

と
い

つ

て

も

不

当
で

あ

る

と
云

は

ね

ば
な
ら

な
い

。

そ
こ

へ

行
く
と

、

久
保
先
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生
の

文
学

史
は

、

勿
論
今
日

の

眼

光
か

ら

見
れ

ば

色
々

な
欠

点
も
あ

ら

う

が
、

と

に

か

く

小

説
戯
曲
を
軽
ん

す

る

当
時
の

風
潮
を
推
切
ウ

て
、

丈
学
史
の

中

に

堂
々

と
そ

れ

ら

を

取
入

れ
て

ゐ
る

点

な
ど

は
、

先
生
の

嵩

邁
な

見

識
を

示

し
て

餘
b
が

あ

り
、

そ
の

も
っ

価

値
を
も
っ

と

高

く

評
価
し
て

然
る
べ

き
で

あ

る

と

信
す

る

も
の

で

あ

る
。

　

次
に

「

支
郷
戯
曲
研

究
」

は
先

生
の

攣

位
論
文

で
、

昭
和

三

年
九

月

菓

京
の

弘

道
舘
か
ら

刊
行
せ

ら

れ
た

。

前

後
二

篇
に

分
か

れ
、

前
編
は

専
ら

「

丙
癩

記
の

研

究
」

、

後
編

は
「

諸
名
劇
の

梗

概
」

、

附
録
と

し

て

「

讀
曲
襯
劇
雑
詠
」

及
び

後
記
が

収
め

ら

れ
て

あ

る
。

こ

の

署

作
も

相
当
価

値
の

高
い

も
の

で

あ

る

が
、

こ

れ

も

前
述
の

交
学

史
と

同
様
に

餘
り
蝋

界
の

注
目
を

引
か

な
か
っ

た
。

こ

れ
は
恐

ら

く

先
生
が

大
学
に

講
席
を

も
た
す
ハ

民

聞
単

者
と
し
て

そ

の

研

究

を

発
表
し
た

た

め
、

学

界
か

ら

餘
わ

重
要

視
さ

れ
な

か
っ

た
の

に

よ

る

も
の

と

思
ふ

。

学

閥
の

影
響
が

如
何
に

恐
し
い

も
の

か
、

こ

こ

に

も

そ
の
一

斑

が

窺

は

れ
る

の

で

あ

る
。

　
「

剪
燈
新

話
と

東
洋
近

代
文
学

に

及
ぼ

せ

る

影

響
」

は
、

昭

和
九

年
五

月

刊

行
の

台

北

帝
国
大
単

文
政
畳

部
文
學

科
研

究

年

報
第
一

輯
に

発
表

さ

れ
た
も
の

で
、

先
生
の

在
職
中
に

書
か

れ

た
論
丈

と
い

へ

ば

こ

の
一

篇
だ

け

で

あ

る
。

　

第
四

部

門
け

即
ち

漢
詩
で

あ

る
。

先
生

の

漢

詩
は

、

初
め

こ

れ
と

い

ふ

師

承
も
な

く
、

後
、

森
川

唇

溪
と
相

識
ウ

て

師

友
と

な
り

、

又
、

野
口

寧

斎
、

北
条
鴎
所
に

従
っ

て

益
を

乞
ふ

た

こ

と

が

あ

り
、

そ
の

作

風
は

近

世
を

宗
と

し
、

古
詩
は
呉
梅
村

を

学

ん
だ

。

諸

体
と

も

兼
ね

長
じ
て

ゐ

た
が

、

多
作
な

点
に

於
て

は
、

他
の

如
何

な
る

日

本

詩
人
も
そ

れ
に

及

ば
な
い

や

う
で

あ

る
。

同
じ

景
色
を

見
て

も
、

他
入

は
一

首
か

二

首
し
か

作
れ
な
い

場
合
で

も
、

先
生
は

立
ち

ど

こ

ろ
に

＋

首
二

十

首
と

泉
の

滾

々

と

湧
く

が

如
く

、

極
め

て

自
然
に

出
て

来
る

の

で

あ

る
。

そ
の

多
才

は
実
に

驚
く
ば

か

り
で

あ

る
。

し

か

も

足
跡
の

及
ぶ

処
、

必
す

詩
に

詠

す
る

と
い

ふ
、

云

は
Ψ

「

詩
を

以
っ

て

紀

行
に

代
へ

る
」

と
い

ふ

や
う

な

江

合
で

あ

る
。

詩
集

と

し

て

は
「

讃
州

游
草
」

「

関
西
游
草
」

「

続
関
西

溝

草
」

「

樺
域

游
草
」

「

遼
審
游
草
」

「

聞
中

游
草
」

「

澎
湖
游
草
」
「

統
球…
游

草
」

及
び
「

秋

碧
吟
廬

詩
鈔
」

等
が

あ

る
。

そ

の

内

「

詩
鈔
」

は

全

部
十

八

巻
あ

り
、

第

＋

三

巻
よ

り

第
＋

八

巻
ま
で

は
、

乙

丑
（

大
正

十

四

年
）

よ

り

庚
午
（

昭
和
五

年
）

ま

で

の

詩
を

、

先
生
の

歿
後

、

岡
崎
壮

が

編
輯
し

、

飼
子

舜
｝

氏
が

印
行
し
た

も
の

で
、

古
今
体
合
せ

て
一

千
五

百

首
を

収
め

て

あ

る
。

巻
頭
に

神
田

喜
一

郎

氏
の

叙
丈

、

巻
末
に

岡
崎
壮

の

跋
、

扉
に

落

合

爲
誠
の

題

字
が
あ

り
、

先

生
の

最
後
の

詩
集
で

あ

る
。

　

先
生
の

蔵
書
は
殆
ん

ど
申

国
文
学

関

係
ば

か
り
で

、

戯
曲
と

詩
集
が

主

で

あ

る
。

こ

れ

と

云
っ

て

特
に

珍
し
い

も
の

は

な
い

や

う

で

あ

る

が
、

戯
曲
の

種

類
の

多
い

点
に

於
て

は
、

恐
ら

く
日

本
一

で

は

な

か
ら
う

か

と

思

ふ
。

先
生
の

歿

後
、

こ

れ

ら
の

蔵
書
は

台
北

帝
国

大

学

に

帰

し
、

現

在
国
立
台
湾
大

単

図

書
舘
本
舘
に

「

久
保
文
庫
」

と

し
て

収
め

ら

れ

て

ゐ

る
。

殆

ん

ど
木
版

本
で

、

全

部
八

百

九
十

四
麺
み

る
。

こ

れ

ら
の

蔵
書
を

看
て

感
す

る
こ

と

は
、

凡

そ

先
生
が

親
し

く

讀
ま

れ

た

本

は
、

木

版
本
た
る

と

活
字
本
た

る

と

を

問
は
す

、

必
す

朱

墨
で

丹
念
に

句
読
点

を

打
っ

て

あ

る

こ

と

で

あ

る
。

以
っ

て

先
生
の

読

書
が

如
何
に
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厳
樒
で

、

一

字
一

句
と

雖
へ

ど

も
決
し
て

忽
せ

に

し

な

か
っ

た
こ

と

が

窺

は
れ
る

の

で

あ
る

。

　

今
振
り

返
っ

て

先
生

五

十

九

年
の

生
涯
を

考
へ

て

見
る

に
、

先
生

は

研
究
家
よ

り
も
創
作
家
で

あ

り
、

学
者
お

り

も
詩
人
で

あ
っ

た
と
い

ふ

風
に

見
る

の

が

最
も
妥
当
で

は
な

か

ら
う

か
。

研
究
方
面
で

は
、

華
々

し
い

成
果
こ

そ

は
挙
げ
て

ゐ

ら

れ
な
い

が
、

詩
の

方
面
で

は
末
永

（

そ

の

光
を

放
つ

も
の

と

信
じ

て

疑

は
な
い

も
の

で

あ

る
。
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久
保
天

随
博
士
小

伝
（

黄
得
時
）
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